
無

有

無

土木工事施工管理基準

令和７年10月

鹿児島県土木部

改定

有
無

改定理由

土木工事施工管理基準

令和７年４月

鹿児島県土木部

改定案（令和７年10月版） 現行（令和７年４月版）



単位：mm 単位：mm

編 章 節 条 枝番 工　　　　　種 測　　定　　箇　　所 摘　要 編 章 節 条 枝番 工　　　　　種 測　　定　　箇　　所 摘　要

［修正］国に準拠

［修正］国に準拠

有

有

バーチカルドレーン工

（サンドドレーン工）
（ペーパードレーン
工）
（袋詰式サンドドレー
ン工）

締固め改良工
（サンドコンパクショ
ンパイル工）

位置・間隔ｗ ±100

100本に１ヶ所。
100本以下は２ヶ所測定。１ヶ所に４本
測定。
ただし、ペーパードレーンの杭径は対
象外とする。

杭径Ｄ 設計値以上

打込長さｈ 設計値以上

全本数
施工履歴データから作成した杭打設結
果表により確認
（残尺計測による確認は不要）

０以上
3-2-7-9

Ｄ／８以内

杭径Ｄ 設計値以上

改良長L 設計値以上

位置

全本数
計器管理にかえることができる。

３
土
木
工
事
共
通
編

７
地
盤
改
良
工

９ ２ 固結工

（スラリー撹拌工）

｢「３次元計測技術を
用いた出来形管理要領
（案）第８編 固結工
（スラリー撹拌工）
編）｣による管理の場
合

工事毎に１回
施工前の撹拌翼の寸法実測により確認
（掘起しによる実測確認は不要）

基準高▽ 杭芯位置管理表により基準高を確認

全本数
施工履歴データから作成した杭芯位置
管理表により設計杭芯位置と施工した
杭芯位置との距離を確認
（掘起しによる実測確認は不要）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

７

８

２
一
般
施
工

現行（令和７年４月版）

出来形管理基準及び規格値

測　定　項　目

※余長は、適用除外

3-2-7-7
3-2-7-8

全本数

サンドドレーン、
袋 詰 式 サ ン ドド レー
ン、
サンドコンパクション
パイルの砂投入量

―

規　格　値 測　　定　　基　　準

改定案（令和７年10月版）

出来形管理基準及び規格値

測　定　項　目 規　格　値 測　　定　　基　　準

±100

100本に１ヶ所。
100本以下は２ヶ所測定。１ヶ所に４本
測定。
ただし、ペーパードレーンの杭径は対
象外とする。

ペーパードレーン工においては、「３
次元計測技術を用いた出来形管理要領
（案）」の規定による測点の管理方法
を用いることができる。

※余長は、適用除外

3-2-7-7
3-2-7-8

杭径Ｄ 設計値以上

打込長さｈ 設計値以上
全本数

サンドドレーン、
袋 詰 式 サ ン ドド レー
ン、
サンドコンパクション
パイルの砂投入量

―

全本数
計器管理にかえることができる。

サンドコンパクションパイル工におい
ては、「３次元計測技術を用いた出来
形管理要領（案）」の規定による測点
の管理方法を用いることができる。

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

７

８

バーチカルドレーン工

（サンドドレーン工）
（ペーパードレーン
工）
（袋詰式サンドドレー
ン工）

締固め改良工
（サンドコンパクショ
ンパイル工）

位置・間隔ｗ

3-2-7-9

位置 Ｄ／８以内

全本数
施工履歴データから作成した杭芯位置
管理表により設計杭芯位置と施工した
杭芯位置との距離を確認
（掘起しによる実測確認は不要）

杭径Ｄ 設計値以上
工事毎に１回
施工前の撹拌翼の寸法実測により確認
（掘起しによる実測確認は不要）

改良長L 設計値以上

全本数
施工履歴データから作成した杭打設結
果表により確認
（残尺計測による確認は不要）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

９ ２ 固結工

（スラリー撹拌工）

｢「３次元計測技術を
用いた出来形管理要領
（案）第８編 固結工
（スラリー撹拌工）・
バーチカルドレーン工
編｣による管理の場合

基準高▽ ０以上 杭芯位置管理表により基準高を確認

改定

有
無

改定理由

ｈ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

G.L.

L

C.L.

ℓ1

ℓ2

ｈ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

G.L.

L

C.L.

ℓ1

ℓ2



1　セメ
ント・コ
ンクリー
ト (転圧
コンク
リート・
コンク
リートダ
ム・覆工
コンク
リート・
吹付けコ
ンクリー
トを除
く）

施
工

必
須

スランプ試
験

JIS A 1101 スランプ5㎝以上8㎝未満 ：
許容差±1.5㎝
スランプ8㎝以上18㎝以下：
許容差±2.5㎝
スランプ2.5cm：許容差±
1.0㎝

・荷卸し時
1回／日以上、または構造物
の重要度と工事の規模に応
じて20m3～150m3ごとに1
回、及び荷卸し時に品質変
化が認められた時。ただ
し、道路橋鉄筋コンクリー
ト床版にレディーミクスト
コンクリートを用いる場合
は原則として全運搬車測定
を行う。
・道路橋床版の場合、全運
搬車試験を行うが、スラン
プ試験の結果が安定し良好
な場合はその後スランプ試
験の頻度について監督職員
と協議し低減することがで
きる。

・小規模工種※で1工種当り
の総使用量が50m3未満の場合
は1工種1回以上の試験、また
はレディーミクストコンク
リート工場の品質証明書等の
みとすることができる。1工
種当たりの総使用量が50m3以
上の場合は、50m3ごとに1回
の試験を行う。

※小規模工種とは、以下の工
種を除く工種とする。（橋
台、橋脚、杭類（場所打杭、
井筒基礎等）、橋梁上部工
（桁、床版、高欄等）、擁壁
工（高さ1m以上）、函渠工、
樋門、樋管、水門、水路（内
幅2.0m以上）、護岸、ダム及
び堰、トンネル、舗装、その
他これらに類する工種及び特
記仕様書で指定された工種）

1　セメ
ント・コ
ンクリー
ト (転圧
コンク
リート・
コンク
リートダ
ム・覆工
コンク
リート・
吹付けコ
ンクリー
トを除
く）

施
工

必
須

スランプ試
験

JIS A 1101 スランプ5㎝以上8㎝未満 ：
許容差±1.5㎝
スランプ8㎝以上18㎝以下：
許容差±2.5㎝
スランプ2.5cm：許容差±
1.0㎝

・荷卸し時
1回／日以上、構造物の重要
度と工事の規模に応じて
20m3～150m3ごとに1回、及
び荷卸し時に品質変化が認
められた時。ただし、道路
橋鉄筋コンクリート床版に
レディーミクストコンク
リートを用いる場合は原則
として全運搬車測定を行
う。
・道路橋床版の場合、全運
搬車試験を行うが、スラン
プ試験の結果が安定し良好
な場合はその後スランプ試
験の頻度について監督職員
と協議し低減することがで
きる。

・小規模工種※で1工種当り
の総使用量が50m3未満の場合
は1工種1回以上の試験、また
はレディーミクストコンク
リート工場の品質証明書等の
みとすることができる。1工
種当たりの総使用量が50m3以
上の場合は、50m3ごとに1回
の試験を行う。

※小規模工種とは、以下の工
種を除く工種とする。（橋
台、橋脚、杭類（場所打杭、
井筒基礎等）、橋梁上部工
（桁、床版、高欄等）、擁壁
工（高さ1m以上）、函渠工、
樋門、樋管、水門、水路（内
幅2.0m以上）、護岸、ダム及
び堰、トンネル、舗装、その
他これらに類する工種及び特
記仕様書で指定された工種）

有 ［修正］国に準拠

1　セメ
ント・コ
ンクリー
ト (転圧
コンク
リート・
コンク
リートダ
ム・覆工
コンク
リート・
吹付けコ
ンクリー
トを除
く）

施
工

必
須

コンクリー
トの圧縮強
度試験

JIS A 1108 1回の試験結果は指定した呼
び強度の85％以上であるこ
と。
3回の試験結果の平均値は、
指定した呼び強度以上であ
ること。
（1回の試験結果は、3個の
供試体の試験値の平均値）

・荷卸し時または，工場の
出荷時に運搬車から採取し
た試料
1回／日以上、または構造物
の重要度と工事の規模に応
じて20m3～150m3ごとに1回
なお、テストピースの採取
は打設場所で採取し、1回に
つき6個（σ7…3個、σ28…
3個）とする。
・早強セメントを使用する
場合には、必要に応じて1回
につき3個（σ３）を追加で
採取する。
・材令28日強度について
は，公的機関での試験とす
る。ただし，これにより難
い場合は，監督職員等の立
ち会いにより行うこと。

・小規模工種※で1工種当り
の総使用量が50m3未満の場合
は1工種1回以上の試験、また
はレディーミクストコンク
リート工場の品質証明書等の
みとすることができる。1工
種当たりの総使用量が50m3以
上の場合は、50m3ごとに1回
の試験を行う。

※小規模工種とは、以下の工
種を除く工種とする。（橋
台、橋脚、杭類（場所打杭、
井筒基礎等）、橋梁上部工
（桁、床版、高欄等）、擁壁
工（高さ1m以上）、函渠工、
樋門、樋管、水門、水路（内
幅2.0m以上）、護岸、ダム及
び堰、トンネル、舗装、その
他これらに類する工種及び特
記仕様書で指定された工種）

1　セメ
ント・コ
ンクリー
ト (転圧
コンク
リート・
コンク
リートダ
ム・覆工
コンク
リート・
吹付けコ
ンクリー
トを除
く）

施
工

必
須

コンクリー
トの圧縮強
度試験

JIS A 1108 1回の試験結果は指定した呼
び強度の85％以上であるこ
と。
3回の試験結果の平均値は、
指定した呼び強度以上であ
ること。
（1回の試験結果は、3個の
供試体の試験値の平均値）

・荷卸し時または，工場の
出荷時に運搬車から採取し
た試料
1回／日以上、構造物の重要
度と工事の規模に応じて
20m3～150m3ごとに1回
なお、テストピースは打設
場所で採取し、1回につき6
個（σ7…3個、σ28…3個）
とする。
・早強セメントを使用する
場合には、必要に応じて1回
につき3個（σ３）を追加で
採取する。
・材令28日強度について
は，公的機関での試験とす
る。ただし，これにより難
い場合は，監督職員等の立
ち会いにより行うこと。

・小規模工種※で1工種当り
の総使用量が50m3未満の場合
は1工種1回以上の試験、また
はレディーミクストコンク
リート工場の品質証明書等の
みとすることができる。1工
種当たりの総使用量が50m3以
上の場合は、50m3ごとに1回
の試験を行う。

※小規模工種とは、以下の工
種を除く工種とする。（橋
台、橋脚、杭類（場所打杭、
井筒基礎等）、橋梁上部工
（桁、床版、高欄等）、擁壁
工（高さ1m以上）、函渠工、
樋門、樋管、水門、水路（内
幅2.0m以上）、護岸、ダム及
び堰、トンネル、舗装、その
他これらに類する工種及び特
記仕様書で指定された工種）

有 ［修正］国に準拠

1　セメ
ント・コ
ンクリー
ト (転圧
コンク
リート・
コンク
リートダ
ム・覆工
コンク
リート・
吹付けコ
ンクリー
トを除
く）

施
工

必
須

空気量測定 JIS A 1116
JIS A 1118
JIS A 1128

±1.5％（許容差） ・荷卸し時
1回／日以上、または構造物
の重要度と工事の規模に応
じて20m3～150m3ごとに1
回、及び荷卸し時に品質変
化が認められた時。

・小規模工種※で1工種当り
の総使用量が50m3未満の場合
は1工種1回以上の試験、また
はレディーミクストコンク
リート工場の品質証明書等の
みとすることができる。1工
種当たりの総使用量が50m3以
上の場合は、50m3ごとに1回
の試験を行う。

※小規模工種とは、以下の工
種を除く工種とする。（橋
台、橋脚、杭類（場所打杭、
井筒基礎等）、橋梁上部工
（桁、床版、高欄等）、擁壁
工（高さ1m以上）、函渠工、
樋門、樋管、水門、水路（内
幅2.0m以上）、護岸、ダム及
び堰、トンネル、舗装、その
他これらに類する工種及び特
記仕様書で指定された工種）

1　セメ
ント・コ
ンクリー
ト (転圧
コンク
リート・
コンク
リートダ
ム・覆工
コンク
リート・
吹付けコ
ンクリー
トを除
く）

施
工

必
須

空気量測定 JIS A 1116
JIS A 1118
JIS A 1128

±1.5％（許容差） ・荷卸し時
1回／日以上、構造物の重要
度と工事の規模に応じて
20m3～150m3ごとに1回、及
び荷卸し時に品質変化が認
められた時。

・小規模工種※で1工種当り
の総使用量が50m3未満の場合
は1工種1回以上の試験、また
はレディーミクストコンク
リート工場の品質証明書等の
みとすることができる。1工
種当たりの総使用量が50m3以
上の場合は、50m3ごとに1回
の試験を行う。

※小規模工種とは、以下の工
種を除く工種とする。（橋
台、橋脚、杭類（場所打杭、
井筒基礎等）、橋梁上部工
（桁、床版、高欄等）、擁壁
工（高さ1m以上）、函渠工、
樋門、樋管、水門、水路（内
幅2.0m以上）、護岸、ダム及
び堰、トンネル、舗装、その
他これらに類する工種及び特
記仕様書で指定された工種）

有 ［修正］国に準拠

品質管理基準及び規格値

有無 改定理由

品質管理基準及び規格値

工　種 試験方法 規格値工　種 試験項目種別
試験
区分

試験
成績
表等
によ
る確

試験基準 摘　　要種別
試験
区分

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘　　要

改定現行（令和７年４月版）改定案（令和７年10月版）

試験
成績
表等
によ
る確

適用基準 （参考）



品質管理基準及び規格値

有無 改定理由

品質管理基準及び規格値

工　種 試験方法 規格値工　種 試験項目種別
試験
区分

試験
成績
表等
によ
る確

試験基準 摘　　要種別
試験
区分

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘　　要

改定現行（令和７年４月版）改定案（令和７年10月版）

試験
成績
表等
によ
る確

適用基準 （参考）

6　既製
杭工

材
料

必
須

外観検査
（鋼管杭
（鋼管ソイ
ルセメント
杭の鋼管を
含む）・コ
ンクリート
杭・H鋼杭）

目視 目視により使用上有害な欠
陥（鋼管杭は変形など、コ
ンクリート杭はひび割れや
損傷など）がないこと。

設計図書による。 　

○

6　既製
杭工

材
料

必
須

外観検査
（鋼管杭・
コンクリー
ト杭・H鋼
杭）

目視 目視により使用上有害な欠
陥（鋼管杭は変形など、コ
ンクリート杭はひび割れや
損傷など）がないこと。

設計図書による。 　

○

有 ［修正］国に準拠

6　既製
杭工

施
工

必
須

外観検査
（鋼管杭
（鋼管ソイ
ルセメント
杭の鋼管を
含む））

JIS A 5525 【円周溶接部の目違い】
外径700㎜未満：許容値2㎜
以下
外径700㎜以上1,016㎜以
下：許容値3㎜以下
外径1,016㎜を超え2,000㎜
以下：許容値4㎜以下

　 ・外径700㎜未満：上ぐいと
下ぐいの外周長の差で表し、
その差を2㎜×π以下とす
る。
・外径700㎜以上1,016㎜以
下：上ぐいと下ぐいの外周長
の差で表し、その差を3㎜×
π以下とする。
・外径1,016㎜を超え2,000㎜
以下：上ぐいと下ぐいの外周
長の差で表し、その差を4㎜
×π以下とする。

6　既製
杭工

施
工

必
須

外観検査
（鋼管杭）

JIS A 5525 【円周溶接部の目違い】
外径700㎜未満：許容値2㎜
以下
外径700㎜以上1,016㎜以
下：許容値3㎜以下
外径1,016㎜を超え2,000㎜
以下：許容値4㎜以下

　 ・外径700㎜未満：上ぐいと
下ぐいの外周長の差で表し、
その差を2㎜×π以下とす
る。
・外径700㎜以上1,016㎜以
下：上ぐいと下ぐいの外周長
の差で表し、その差を3㎜×
π以下とする。
・外径1,016㎜を超え2,000㎜
以下：上ぐいと下ぐいの外周
長の差で表し、その差を4㎜
×π以下とする。

有 ［修正］国に準拠

6　既製
杭工

施
工

必
須

鋼管杭（鋼
管ソイルセ
メント杭の
鋼管を含
む）・コン
クリート
杭・H鋼杭の
現場溶接
浸透探傷試
験（溶剤除
去性染色浸
透探傷試
験）

JIS Z 2343-
1,2,3,4,5,6

割れ及び有害な欠陥がない
こと。

原則として全溶接箇所で行
う。
ただし、施工方法や施工順
序等から全数量の実施が困
難な場合は監督員との協議
により、現場状況に応じた
数量とすることができる。
なお、全溶接箇所の10％以
上は、JIS Z 2343-
1,2,3,4,5,6により定められ
た認定技術者が行うものと
する。
試験箇所は杭の全周とす
る。

　 6　既製
杭工

施
工

必
須

鋼管杭・コ
ンクリート
杭・H鋼杭の
現場溶接
浸透探傷試
験（溶剤除
去性染色浸
透探傷試
験）

JIS Z 2343-
1,2,3,4,5,6

割れ及び有害な欠陥がない
こと。

原則として全溶接箇所で行
う。
ただし、施工方法や施工順
序等から全数量の実施が困
難な場合は監督員との協議
により、現場状況に応じた
数量とすることができる。
なお、全溶接箇所の10％以
上は、JIS Z 2343-
1,2,3,4,5,6により定められ
た認定技術者が行うものと
する。
試験箇所は杭の全周とす
る。

　 有 ［修正］国に準拠

6　既製
杭工

施
工

必
須

鋼管杭（鋼
管ソイルセ
メント杭の
鋼管を含
む）・H鋼杭
の現場溶接
放射線透過
試験

JIS Z 3104 JIS Z 3104の1類から3類で
あること

原則として溶接20ヶ所毎に
1ヶ所とするが、施工方法や
施工順序等から実施が困難
な場合は現場状況に応じた
数量とする。なお、対象箇
所では鋼管杭を4方向から透
過し、その撮影長は30cm／1
方向とする。
（20ヶ所毎に1ヶ所とは、溶
接を20ヶ所施工した毎にそ
の20ヶ所から任意の1ヶ所を
試験することである。）

　 6　既製
杭工

施
工

必
須

鋼管杭・H鋼
杭の現場溶
接
放射線透過
試験

JIS Z 3104 JIS Z 3104の1類から3類で
あること

原則として溶接20ヶ所毎に
1ヶ所とするが、施工方法や
施工順序等から実施が困難
な場合は現場状況に応じた
数量とする。なお、対象箇
所では鋼管杭を4方向から透
過し、その撮影長は30cm／1
方向とする。
（20ヶ所毎に1ヶ所とは、溶
接を20ヶ所施工した毎にそ
の20ヶ所から任意の1ヶ所を
試験することである。）

　 有 ［修正］国に準拠

6　既製
杭工

施
工

そ
の
他

鋼管杭（鋼
管ソイルセ
メント杭の
鋼管を含
む）の現場
溶接
超音波探傷
試験

JIS Z 3060 JIS Z 3060の1類から3類で
あること

原則として溶接20ヶ所毎に
1ヶ所とするが、施工方法や
施工順序等から実施が困難
な場合は現場状況に応じた
数量とする。なお、対象箇
所では鋼管杭を4方向から探
傷し、その探傷長は30cm／1
方向とする。
（20ヶ所毎に1ヶ所とは、溶
接を20ヶ所施工した毎にそ
の20ヶ所から任意の1ヶ所を
試験することである。）

中掘り杭工法等で、放射線透
過試験が不可能な場合は、放
射線透過試験に替えて超音波
探傷試験とすることができ
る。

6　既製
杭工

施
工

そ
の
他

鋼管杭の現
場溶接
超音波探傷
試験

JIS Z 3060 JIS Z 3060の1類から3類で
あること

原則として溶接20ヶ所毎に
1ヶ所とするが、施工方法や
施工順序等から実施が困難
な場合は現場状況に応じた
数量とする。なお、対象箇
所では鋼管杭を4方向から探
傷し、その探傷長は30cm／1
方向とする。
（20ヶ所毎に1ヶ所とは、溶
接を20ヶ所施工した毎にそ
の20ヶ所から任意の1ヶ所を
試験することである。）

中掘り杭工法等で、放射線透
過試験が不可能な場合は、放
射線透過試験に替えて超音波
探傷試験とすることができ
る。

有 ［修正］国に準拠

6　既製
杭工

施
工

そ
の
他

鋼管杭（鋼
管ソイルセ
メント杭の
鋼管を含
む）・コン
クリート杭
（根固め）
水セメント
比

比重の測定に
よる水セメン
ト比の推定

設計図書による。
また、設計図書に記載され
ていない場合は60％～70％
（中掘り杭工法）、60％
（プレボーリング杭工法及
び鋼管ソイルセメント杭工
法）とする。

試料の採取回数は一般に単
杭では30本に1回、継杭では
20本に1回とし、採取本数は
1回につき3本とする。

　 6　既製
杭工

施
工

そ
の
他

鋼管杭・コ
ンクリート
杭
（根固め）
水セメント
比

比重の測定に
よる水セメン
ト比の推定

設計図書による。
また、設計図書に記載され
ていない場合は60％～70％
（中掘り杭工法）、60％
（プレボーリング杭工法及
び鋼管ソイルセメント杭工
法）とする。

試料の採取回数は一般に単
杭では30本に1回、継杭では
20本に1回とし、採取本数は
1回につき3本とする。

　 有 ［修正］国に準拠

6　既製
杭工

施
工

そ
の
他

鋼管杭（鋼
管ソイルセ
メント杭の
鋼管を含
む）・コン
クリート杭
（根固め）
セメントミ
ルクの圧縮
強度試験

セメントミル
ク工法に用い
る根固め液及
びくい周固定
液の圧縮強度
試験
JIS A 1108

設計図書による。 供試体の採取回数は一般に
単杭では30本に1回、継杭で
は20本に1回とし、採取本数
は1回につき3本とすること
が多い。
なお、供試体はセメントミ
ルクの供試体の作成方法に
従って作成したφ5×10cmの
円柱供試体によって求める
ものとする。

参考値：20N/mm2 6　既製
杭工

施
工

そ
の
他

鋼管杭・コ
ンクリート
杭
（根固め）
セメントミ
ルクの圧縮
強度試験

セメントミル
ク工法に用い
る根固め液及
びくい周固定
液の圧縮強度
試験
JIS A 1108

設計図書による。 供試体の採取回数は一般に
単杭では30本に1回、継杭で
は20本に1回とし、採取本数
は1回につき3本とすること
が多い。
なお、供試体はセメントミ
ルクの供試体の作成方法に
従って作成したφ5×10cmの
円柱供試体によって求める
ものとする。

参考値：20N/mm2 有 ［修正］国に準拠



品質管理基準及び規格値

有無 改定理由

品質管理基準及び規格値

工　種 試験方法 規格値工　種 試験項目種別
試験
区分

試験
成績
表等
によ
る確

試験基準 摘　　要種別
試験
区分

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘　　要

改定現行（令和７年４月版）改定案（令和７年10月版）

試験
成績
表等
によ
る確

適用基準 （参考）

14　アス
ファルト
舗装

プ
ラ
ン
ト

必
須

アスファル
ト量抽出粒
度分析試験

舗装調査・試
験法便覧 [4]-
318

アスファルト量：±0.9％以
内

定期的または随時。
印字記録の場合：全数
または
抽出・ふるい分け試験 1～2
回／日

○

14　アス
ファルト
舗装

プ
ラ
ン
ト

必
須

アスファル
ト量抽出粒
度分析試験

舗装調査・試
験法便覧 [4]-
238

アスファルト量：±0.9％以
内

定期的または随時。
印字記録の場合：全数
または
抽出・ふるい分け試験 1～2
回／日

○

有 ［修正］国に準拠

14　アス
ファルト
舗装

舗
設
現
場

必
須

現場密度の
測定

舗装調査・試
験法便覧 [3]-
218

基準密度の94％以上。
X10　96％以上
X6 　96％以上
X3 　96.5％以上
歩道箇所：歩道の締固め度
は，平均値が基準密度の
92％以上とする。
ただし，乗り入れ部などで
舗装構成が車道と同じ場合
は，車道の締固め度とす
る。

・締固め度は、個々の測定
値が基準密度の94％以上を
満足するものとし、かつ平
均値について以下を満足す
るものとする。
・締固め度は、10孔の測定
値の平均値X10が規格値を満
足するものとする。また、
10孔の測定値が得がたい場
合は3孔の測定値の平均値X3
が規格値を満足するものと
するが、X3が規格値をはず
れた場合は、さらに3孔の
データを加えた平均値X6が
規格値を満足していればよ
い。
・1工事あたり3,000m2を超
える場合は、10,000m2以下
を1ロットとし、1ロットあ
たり10孔で測定する。

（例）
　3,001～10,000m2：10孔
　10,001m2以上の場合、
10,000m2毎に10孔追加し、
測定箇所が均等になるよう
に設定すること。
　例えば12,000m2の場合：
6,000m2／1ロット毎に10
孔、合計20孔
　なお、1工事あたり
3,000m2以下の場合（維持工
事を除く）は、1工事あたり
3孔以上で測定する。
　また，維持工事について
は，監督職員と協議のう
え，３孔以下若しくは省略
することができる。

・橋面舗装はコア採取しない
でAs合材量（プラント出荷数
量）と舗設面積及び厚さでの
密度管理、または転圧回数に
よる管理を行う。

14　アス
ファルト
舗装

舗
設
現
場

必
須

現場密度の
測定

舗装調査・試
験法便覧 [3]-
218

基準密度の94％以上。
X10　96％以上
X6 　96％以上
X3 　96.5％以上
歩道箇所：歩道の締固め度
は，平均値が基準密度の
92％以上とする。
ただし，乗り入れ部などで
舗装構成が車道と同じ場合
は，車道の締固め度とす
る。

・締固め度は、個々の測定
値が基準密度の94％以上を
満足するものとし、かつ平
均値について以下を満足す
るものとする。
・締固め度は、10孔の測定
値の平均値X10が規格値を満
足するものとする。また、
10孔の測定値が得がたい場
合は3孔の測定値の平均値X3
が規格値を満足するものと
するが、X3が規格値をはず
れた場合は、さらに3孔の
データを加えた平均値X6が
規格値を満足していればよ
い。
・1工事あたり3,000m2を超
える場合は、10,000m2以下
を1ロットとし、1ロットあ
たり10孔で測定する。

（例）
　3,001～10,000m2：10孔
　10,001m2以上の場合、
10,000m2毎に10孔追加し、
測定箇所が均等になるよう
に設定すること。
　例えば12,000m2の場合：
6,000m2／1ロット毎に10
孔、合計20孔
　なお、1工事あたり
3,000m2以下の場合（維持工
事を除く）は、1工事あたり
3孔以上で測定する。

・橋面舗装はコア採取しない
でAs合材量（プラント出荷数
量）と舗設面積及び厚さでの
密度管理、または転圧回数に
よる管理を行う。

有 ［県独自］維持工事等の取扱いについて追
記

30　覆工
コンク
リート
(NATM)

施
工

必
須

コンクリー
トの圧縮強
度試験

JIS A 1108 1回の試験結果は指定した呼
び強度の85％以上であるこ
と。
3回の試験結果の平均値は、
指定した呼び強度以上であ
ること。
（1回の試験結果は、3個の
供試体の試験値の平均値）

・荷卸し時または、工場出
荷時に運搬車から採取した
試料
1回／日以上、構造物の重要
度と工事の規模に応じて
20m3～150m3ごとに1回、及
び荷卸し時に品質変化が認
められた時。なお、テスト
ピースの採取は打設場所で
採取し、1回につき6個（σ7
…3個、σ28…3個）とす
る。

材令28日強度については，公
的機関での試験とする。ただ
し，これにより難い場合は，
監督職員等の立ち会いにより
行うこと。

30　覆工
コンク
リート
(NATM)

施
工

必
須

コンクリー
トの圧縮強
度試験

JIS A 1108 1回の試験結果は指定した呼
び強度の85％以上であるこ
と。
3回の試験結果の平均値は、
指定した呼び強度以上であ
ること。
（1回の試験結果は、3個の
供試体の試験値の平均値）

・荷卸し時または、工場出
荷時に運搬車から採取した
試料
1回／日以上、構造物の重要
度と工事の規模に応じて
20m3～150m3ごとに1回、及
び荷卸し時に品質変化が認
められた時。なお、テスト
ピースは打設場所で採取
し、1回につき6個（σ7…3
個、σ28…3個）とする。

材令28日強度については，公
的機関での試験とする。ただ
し，これにより難い場合は，
監督職員等の立ち会いにより
行うこと。

有 ［修正］国に準拠

33　路上
再生路盤
工

材
料

必
須

土の粒度試
験

JIS A 1204 「舗装再生便覧」参照
表-3.2.9  路上で破砕した
路盤再生骨材の目標粒度範
囲による

当初及び材料の変化時 　 33　路上
再生路盤
工

材
料

必
須

土の粒度試
験

JIS A 1204 舗装再生便覧参照
表-3.2.8 路上再生路盤用素
材の望ましい粒度範囲によ
る

当初及び材料の変化時 　 有 ［修正］国に準拠

34　路上
表層再生
工

施
工

必
須

かきほぐし
深さ

「舗装再生便
覧」

－0.7cm以内 1,000m2毎 　 34　路上
表層再生
工

施
工

必
須

かきほぐし
深さ

「舗装再生便
覧」付録-8に
準じる。

－0.7cm以内 1,000m2毎 　 有 ［修正］国に準拠



新旧対照表

【第3編　土木工事共通編】 【第3編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 撮影項目 撮影頻度[時期]
偏心量 １施工箇所に１回

〔打込後〕
偏心量 １施工箇所に１回

〔打込後〕
有 ［修正］枝番の追加

根入長 １施工箇所に１回
〔打込前〕

根入長 １施工箇所に１回
〔打込前〕

数量 全数量
〔打込後〕

数量 全数量
〔打込後〕

杭頭処理状況 １施工箇所に１回
〔処理前，中，後〕

杭頭処理状況 １施工箇所に１回
〔処理前，中，後〕

偏心量（鋼管杭・
掘削心）

１施工箇所に１回
〔打込後〕

有 ［追加］国に準拠

根入長（鋼管
杭，ロッド）

１施工箇所に１回
〔打込前〕

数量，杭径（ソイ
ルセメント柱径）

全数量　杭頭余盛部の撤去
前，杭頭処理後

杭頭処理状況 １施工箇所に１回
〔処理前，中，後〕

位置・間隔
杭径

１施工箇所に１回
〔打込後〕

位置・間隔
杭径

１施工箇所に１回
〔打込後〕

有 ［修正］国に準拠

深度 １施工箇所に１回
〔打込前後〕

深度 １施工箇所に１回
〔打込前後〕

ただし，（スラリー攪拌工）にお
いて「３次元計測技術を用いた
出来形管理要領（案）第8編固
結工（スラリー撹拌工）・バーチ
カルドレーン編」により出来形
管理資料を提出する場合は，
出来形管理に関わる写真管理
項目を省略できる。

ただし，（スラリー攪拌工）にお
いて「３次元計測技術を用いた
出来形管理要領（案）第8編固
結工（スラリー撹拌工）編」によ
り出来形管理資料を提出する
場合は，出来形管理に関わる
写真管理項目を省略できる。

2 既製杭工
（鋼管ソイルセメント杭）

3-2-4-4

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

9 1 固結工
（粉末噴射攪拌工）
（高圧噴射攪拌工）
（スラリー攪拌工）
（生石灰パイル工）

3-2-7-9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

4

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

4 1 既製杭工
（既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭）
（鋼管杭）
（Ｈ鋼杭）

3-2-4-4

3-2-7-9固結工
（粉末噴射攪拌工）
（高圧噴射攪拌工）
（スラリー攪拌工）
（生石灰パイル工）

19７
地
盤
改
良
工

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

3-2-4-4既製杭工
（既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭）
（鋼管杭）
（Ｈ鋼杭）

4４
基
礎
工

現行（令和７年４月版）改定案（令和７年10月版）

撮影箇所一覧表（出来形管理）

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

摘　要

撮影箇所一覧表（出来形管理）

枝
番

章

改定

有
無

改定理由

工　　　　　種
写真管理項目

摘　要節 条編



03 品質管理の試験項目及び規格値（港湾漁港編）

４．防食材料

４－１　アルミニウム合金陽極

区　分 管理項目 管理内容 管理方法 品質規格 測定頻度 結果の整理方法 備　考

１）電気防食陽
極

陽極の種
類,化学成
分

承諾した品質に適合
していること。

製造工場の試験成績表(検
査証明書)により確認

監督職員が承諾し
た図面

搬入前 試験成績表(検査
証明書)を提出

形状寸法 承諾図等の形状寸
法に適合しているこ
と。

製造工場の測定結果表に
より確認

監督職員が承諾し
た図面
各陽極の形状寸法
の許容範囲は±
５％以内とする。

搬入前、全数
陽極長さ：全数
陽極断面：
製品1から5番目までの
5個

工場の測定表を
提出

質　量 承諾した品質に適合
していること。

製造工場の測定結果表に
より確認
計量器により測定

各陽極の質量の許
容範囲は±２％以
内とし取付総質量
は陽極１個の標準
質量の和を下回っ
てはならない。ただ
し、陽極１個の標準
質量が30㎏未満の
陽極質量の許容範
囲は±４％の範囲
とする。

搬入前、全数
搬入時、適宜

工場の測定表を
提出

陽極電位（閉路電
位）

製造工場の試験成績表に
より確認

-1,050mV以下（vs
飽和甘こう電極
（SCE））

搬入前 試験成績表を提
出

発生電気量 製造工場の試験成績表に
より確認

2,600A･h/㎏以上 搬入前 試験成績表を提
出

４－２　防食塗装

区　分 管理項目 管理内容 管理方法 品質規格 測定頻度 結果の整理方法 備　考

１）塗装材 材　質 種　類 観　察 「特」による。 施工中適宜

品　質 「特」による。 「特」による。 搬入時、ロット毎 試験成績表(検査
証明書)を提出

４－３　被覆防食材料

区　分 管理項目 管理内容 管理方法 品質規格 測定頻度 結果の整理方法 備　考

材　質 種　類 観　察 「特」による。 施工中適宜

品　質 「特」による。 「特」による。 搬入時、ロット毎 試験成績表(検査
証明書)を提出

２）保護カバー 材　質 種　類 観　察 「特」による。 施工中適宜

品　質 「特」による。 「特」による。 搬入時、ロット毎 試験成績表(検査
証明書)を提出

注） 「特」；図面及び特記仕様書

陽極性能

１）モルタル被覆

港湾漁港編 Ⅲ-4



05　写真管理撮影基準一覧表（港湾漁港編）

撮　影　箇　所 撮　影　時　期 撮影頻度

施工管理 使用船舶機械等
曳船、台船、潜水土
船、溶接機等

取付時 １回 使用する船舶機械等が判明できるように撮影

製品(ＦＲＰ等) 取付前、取付後 規格毎１回

施工状況 設置状況 取付時 適宜 ＦＲＰ等保護材の設置状況

品質管理 形状寸法 測定状況 測定時 １回

出来形管理 出来形の確認 被覆防食完了状態 取付完了時 １回
完了の部分（１箇所）及び正面全体と延長方
向を撮影

（素地調整） 施工管理 使用機械
コンプレッサー，ケレン
工具等

施工時 １回 使用機械器具が判明できるように撮影

施工状況 作業状況 施工時 適宜

出来形管理 完　成
 完成全景
素地調整完了状態

完成時
 １回
適宜

完了部分（適宜）

 （防食工）
（被覆）

施工管理 使用機械 取付用工具 施工時 １回 使用機械器具が判明できるように撮影

施工状況 作業状況 施工時 適宜

出来形管理  出来形の確認  測定状況  測定時  １回

完　成
 完成全景
被覆完了状態

完成時
 １回
適宜

完了部分（適宜）

4)コンクリート被
覆

施工管理 使用船舶機械等
曳船，台船，潜水士
船，溶接機等

施工時 １回 使用する船舶機械等が判明できるように撮影

被覆防食の作業状
況

施工状況 施工時 適宜

出来形管理 出来形の確認 被覆防食完了状態 完了時 １回
完了の部分(１箇所)及び正面全体と延長方
向を撮影

5)防食塗装 施工管理 使用船舶機械等
曳船，台船，潜水士
船，溶接機等

施工時 １回 使用する船舶機械等が判明できるように撮影

塗　装 施工状況 施工時、各層毎 適宜

出来形管理 出来形の確認 塗装完了状態 完了時 １回
完了の部分(１箇所)及び正面全体と延長方
向を撮影

３－２　土捨工

撮　影　箇　所 撮　影　時　期 撮影頻度

1.排砂管設備工 3-1-1排砂管設備工を適用する。

2.土運船運搬工 3-1-2土運船運搬工を適用する。

3.揚土土捨工 3-1-3揚土土捨工を適用する。

工 種
撮　影 基　準

撮影項目 注意事項及び説明撮影区分

撮影項目 注意事項及び説明
撮　影 基　準

3)ペトロラタム被
覆

工 種 撮影区分

港湾漁港編 Ⅴ-11


